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所長を拝命して一
国立極地研究所長
星 合 孝 男
昭和63年12月1日,国立極
地研究所長を拝命した.国 際
地球観測年を端緒とする日本
南極観測事業の発展的継続と,
大学共同利用研究機関として
の極地研究所における研究の,
質量両面での向上という基本
路線に沿って任務を遂行 した
いと考えている,研究所内外
の各位の,ご指導,ご 鞭捷 を,衷心 よりお願いする.
ところで,最近の技術革新に基づく,地球環境を対象
とする自然科学の進歩,社 会全般の変革は,ま さに,瞠
目に値 し,極地における自然現象の研究も,それが極地
で行われるという理由で,新 時代の將外に立つことは許
されない.高品質のデータ ・サンプルの取得が可能とな
り,取得されるデータ ・サンプルは膨大な量に達する一
方,そ の処理能力 も著 しく向上している.さ らに,デー
タ利用の即時性が強 く望まれている.南極 も例外ではな
いということである.新時代の要請に答えるためには,
■充分に練った大型プロジェクトを組み,し かるべき装備を整える必要がある.これには,言 うまでもなく,人員.,
施設 ・設備の拡充が付随する.これまでにも,人的,経
済的能力,輸 送能力の増強には努力をし,漸増,改 善を
続けてきたが,現在進行中の技術革新に耐え得る規模で
はない,新時代の中,国際的な評価に値する研究成果 を
上げる程のプロジェクトを推進するためには,人的,経
済的能力,輸 送能力の飛躍的向上が必要である.
限られた力で研究プロジェクトを遂行する方法として,
プロジェク トの時間的棲み分けが考えられる,これまで
にも,南極観測ではプロジェクトの実施に当って,重 点
課題を選定し,人的,経 済的な配慮を加えながら,年次
計画的に行 うことで,有 限な力の有効利用を図ってきた,
重点課題は国際共同研究計画を考慮 して選定されたので
国際協力に貢献することが可能であった.し かし,時代
は変り,初期には国際的にも国内的にも地域特性の解明
に力点のあった極地研究が,汎地球的地球環境の研究に
不可欠,か つ,重要な研究と認識されるに至った.宇 宙
空間から地球内部にまで及ぶ自然現象を対象とする科学
の諸分野が,国 際共同研究を同時進行的に実施するよう
になり,その多くに極地域が含まれてきた.さ らに,海
洋生物資源,鉱 物資源を視野に入れた,応 用科学的立場
からの国際共同研究が加 ってきた.このような状況にな
ると,従来のようにプロジェク トの時間的棲み分けをし
ていたのでは,国際対応はもとより,国内的にも遅れを
とることになる.一歩譲ってプロジェク トの時間的棲み
分けを行 うとしても,プロジェクトの大型化が避け難い
今,重 点課題以外の研究の継続が困難 となる.こ れは,
研究の一貫継続性を失わせることになり,南極観測事業
を総体的に見た場合,大 きな損失になる.人的,経 済的
能力,輸送能力の向上が,こ こでも望まれる,
限られた力を研究プロジェクトの遂行に振 り向けるた
めには,本 来プロジェク トを支援する設営面の充実を製
肘せ ざるを得なく,ひいては,研究者にも設営業務の分
担を余儀なくされてきた.大型化,高 度化するプロジェ
ク トに対応 した設営業務を遂行するために も,あるいは,
現存の施設 ・設備の更新 ・改善をするためにも,何 らか
の形で設営能力の大幅な増強が必要である.昭和基地居
住区の建物の多くは,建築以来20年余を経過 し,更新の
時期に達 している,加 えて,最近,南 極の自然環境保全
を唱える声は高く,建設工事に先立つ環境評価の実施,
搬入物品の母国持ち帰 りが義務づけられる趨勢にある.
廃棄物の処理 も,避けて通れない設営業務の重要な課題
となってきた.我 々の南極での観測 ・研究は,南極の自
然環境保護をその責務の一つとして掲げる南極条約によ
って保証されたものである.したがって,環境保全に対
する対応はゆるがせにできない.こ の点でも,人的,経
費的能力,輸 送能力の増強が望まれる.
これまでに,南極現地を中心に,新 時代に即応するた
めに必要と思われる条件を述べてきた.現 地での観測規
模が拡大するためには,中核体としてそれを推進する極
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地研究所の強化が必要 になる,南極で取得されたデー
タ ・サンプルは,最終的には日本に持ち帰られると考え
てよいであろう.これらデータ・サ ンプルは迅速に,処
理,解 析,研 究 しなくてはならない.国 内外の多くの大
学,研 究所の研究者が.そ れぞれの優れた施設 ・設備を
駆使 してこれを行うことは,極 めて好ましい,こ の場合
少なくとも,研究者が利用可能な形にするまでの一次処
理,あ るいは,整 理されたデータの転送は,極地研究所
の業務と考えられる.同時に,極 地研究所においては,
研究所教官が中心となって,こ れらデータ ・サンプルを
用いての研究を進め,優 れた成果を上げる必要がある.
研究所内外の認めるところであれば,大型施設を設備 し,
共同利用研究所の特徴 を生かしつつ,共 同研究の実 を上
げることができよう.いずれにしろ,こ うして得 られた
研究成果が,次 なるプロジェクトの立案,実行の基礎 と
もなり,推進力ともなる.しかし,35名の限られた教官
が,か なりの頻度で現地観測に参加しつつ,国 内での解
析 ・研究に従事 している現実を見ると,現状のままで,
これを実現させることは,極めて困難である.
極地研究所,南 極観測の将来の発展を図るためには,
極地科学の研究者層を厚 くすること,優れた後継者を養
成することが必要である.現地を踏むことは,極地科学
に関心 を持つ研究者,大 学院学生諸君の多 くが望むとこ
ろである.研 究者の場合には,時 間がかかり過 ぎるとい
う問題が,大 学院学生の場合には,輸送能力,制度上の
陸路があって実現し難いのが現状である.研究所の将来
に係る大きな問題として,総 合研究大学院大学への参加
問題がある,現在,極 地研究所の参加は実現していない
が,研 究所の発展と後継者の育成を図る上から是非参加
したいと考えている.
最後になったが,研究にとっての大問題,移 転問題が
ある.これまでに触れた総ての課題の根幹に係る問題で
あるが,現 在,関係諸機関で検討,調 整中と聞いている.
今 は,我々は積極的に対処しようとしている,と だけ申
しあげるに止めたい.
所長を拝命したからには,将 来展望 とそれに対する具
体性をもった抱負を語るべきである.し かし,極地研究
所,南 極観測を取 り巻 く環境は,私にとって,抱 負を述
べる程に楽観的なものとは思えない.目 の前にある懸案
を列挙するに止った.無 責任の誇 りは免れないとは思う
が,これらの中から,解決可能な課題を所員と一体とな
って,順次手がけてい くしかないと考えている.重ねて所
内外の各位の,ご教示とご叱正をお願いする次第である.
グ リーンラン ドの オーロラ
山 岸 久 雄
昭和63年8月26日より10月17日まで,私 と巻田和男氏
(拓殖大 ・工 ・助教授)は 相前後 してグリーンランド西
岸の 町ゴ ッ ド八一ブ ン(地 理緯度69,2°,磁気緯度
79,3°)に滞在 し,オーロラ観測用測定器の設置 と観測
を行 った.こ れは文部省海外学術研究 「グリーンランド,
アイスラン ド,スピッツベルゲン地域における極域電磁
現象の特性」(研究代表者平沢威男教授)の 経費を用い
て行われた調査である.何故日本からわざわざ地球の裏
側(グ リーンラン ドと日本の時差は丁度12時間)の グ
リーンランドに出向いてオーロラ観測をする必要がある
のであろうか.オ ーロラは地磁気極を中心とする磁気緯
度6プ付近の帯状領域(オ ーロラ帯)に 顕著に出現 し,
昭和基地,ア イスラン ド,グリーンランド南部はこの帯
の直下に位置する.最近の人工衛星観測によれば,こ の
帯の極側(極 冠域)に は弱いながらも固有のオーロラや
荷電粒子の降下があ り,これらはオーロラ活動の原因と
なる太陽風の状況に敏感に応答することが明らかとなり,
研究者の興味を引 くに至った.オ ーロラ帯オーロラと極
冠域オーロラの関係がどのようになっているか,同一時
刻の比較を行うには両領域にわたり陸地が広がり,観測
点を一定間隔で設置できることが条件となる.グ リーン
ランドはこの条件を満たすユニークな土地であり,この
ことが我々グリーンランドに引きつけた理由であった.
この観測を実施する上での我々のパートナーであるデン
マーク気象研究所 ①MI)はグリーンランドの西岸及
び東岸に広大な観測点網をもってお り,オーロラ,地磁
気の観測を古 くから実施 している.これらの観測点の内,●)
?
?
?
ー
ゴ ッドハ ーブンに設置 された指向性 りオメー タア ンテナ
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どこが我々の観測拠点として適 しているか調べるため,
昭和62年8月,江尻教授と私はグリーンランド西岸のウ
パナビーク,ゴ ッド八一ブン,ソ ンドレストロムフィヨ
ル ド,ナササークを訪れた.こ の調査に基き関係者によ
る検討が行われ,極冠域に位置するゴッド八一ブンが選
定されたわけである.ゴ ッド八一ブンは古 くから捕鯨の
基地として開かれた町で,人 口は1200名,グリーンラン
ドとして中規模の町である,町 の背後には氷帽を戴 く千
米級の岩山 とU字 谷が連な り,前方 には付近のヤコブ
スハウン氷河から流れ出す氷山が漂い,風光明眉な所で
ある.こ こで行われているDM1の観測と重複せず,日
本の独自性を出した観測を行 うべ く,我々は高感度オー
ロラTVカ メラ,　VLF自然電波観測器(拓殖大),二波
長フォトメータ,指向性 リオメータ(極地研),誘導磁
力計(東 大)を 用意した.観 測器材は12立方米,2.7ト
ンに上り,船便にて8月末に現地に到着した.以後の一● 週間,我 々とDMI現地職員及び現地土木業者の作業員
(2～4名)は,ア ンテナ建設,セ ンサー設置などの工
事に明け暮れた.こ のような短期間に人力を集中的に注
ぎ込む作業には,昭和基地の夏期建設作業の経験がもの
を言い,予想以上に順調な作業経過であった.特 に大変
だったのは,5mの ダイポールアンテナを東西,南 北
50米にわたり各8本 つつ立てる指向性リオメータアンテ
ナ(写 真参照)の 建設であ った.作 業に疲れて我家
〔DMIの来訪者用アバ一一 ト)に帰ると,まずッボルク
ビールで喉を潤 し,グリーンランド特産の トナカイの肉
ステーキ,北極イワナのフライなどの夕食の準備にとり
かかる,まだまだ陽の長い,北 極圏の夕陽を浴びて輝 く
氷山を眺めつつつ,ワ イングラスを傾ける一時は,何物
にも代え難いものであった.こ のような作業を通 じて現
地住民と知 り合い,ホ ームバーティーに度々招かれたが,
このような席では,日 本語,英 語,デ ンマーク語,グ
リーンランド語が入り乱れ,お互いが理解し合うのに多
くの翻訳プロセスを経ることになる.現地の人にとって
■芸鷺:芦皐聯 ㌶ 隻縞 姦麓1寛;
なオーロラを見ることができた.我 々が見慣れたオーロ
ラ帯オーロラに比べ,極冠域オーロラは動きがゆるやか
であった.こ こでの観測が今後のSTEP　(太陽地球エネ
ルギー国際協同観測計画)期 間の,全 地球的地上観測網
計画の幸先 よいスター トであることを祈って筆をおく,
(箪者:国 立極地研究所超高層物理学
第一研究部門助手)
スリランカと南極の地質学的関係の研究
白 石 和 行
「こ ん ど,ス リ ラ ン カ に 調 査 に い っ て き ま す.」 一
「ヘ ー,南 極 と ど う い う 関係 が あ ん の,」 「寒 い 所 に い っ
た り.暑 い所 に い った り,大 変 だね.」 一 とい っ た 会話
を 出 発 まえ に 随 分 した もの だ.ど う も,ス リラ ンカ と南
極 で は 余程 突 飛 な 組 み 合 わせ に写 る ら しい,
数億年の昔,東 南極大陸をはじめ現在の南半球にある
諸大陸やインド亜大陸などがひとつにまとまって巨大な
陸地の塊一ゴンドワナ超大陸一 をつくっていたという考
えが,ひ とびとに受け入れ られるようになったのはこの
20年ほどの間のことである.そ して,ひ とびとは,分裂
した大陸塊 を復元 し,超大陸の再構成と分裂の過程にお
おきな関心 をよせてきた.し かし,これらの事件は45億
年という長い地球史のうえではごく新しい時代 における
地質現象である.分裂を始める前のゴンドワナ大陸はど
ういうものだったのか,いつ,ど のようにして巨大な大
陸が形成されたのか,こ れが、われわれの主題である.
日本の南極観測隊が長いあいだ研究してきた昭和基地
周辺地域は現在のスリランカ,南 インド付近と連続 して
いたとおおくの研究者は考えてきた.だ とすれば,両 地
域の先カンプリア時代の地層や岩石を比較することによ
って,両地域にまたがるゴンドワナ大陸の当時の変動帯
の分布が浮び上がるだろう.さ らに,この変動帯の地質
構造の特徴や変成作用の歴史を明らかにすることにより,
さきに述べた目的が達せられるのではないか.
いっぽう,先カンプリア時代の高度変成岩は近年,多
くの点で注目されてきている.それはこれらの岩石の形
成された温度圧力条件が現在の地殻の下部に相当するか
らである.現在の地殻下部の岩石を手にすることは困難
であるが,先 カンプリア時代の岩石が地殻下部について
の重要な情報を与えてくれる.それは,東 南極の岩石に
も同じことがいえるはずである,ス リランカでみられる
ことで,南極では観察できないことがあると同時に,逆
もまたあり得るであろう.このてんでも,両地域の比較
研究の意義がある.
こう考えて,文 部省の海外学術研究に千葉大の広井美
邦氏を代表 して計画申請 をした.こ れに先立ち,メ ン
バーのひとり,大阪市大の吉田勝氏はスリランカ,イ ン
ドに在外研究員として半年の予備調査をおこない現地の
研究者との共同研究体制の基礎 をつ くっていた.折 りも
おり,オース トラリアのエ リス氏がユネスコの国際地質
対比計画に 「ゴンドワナの先カンブリ代の地質事件の対
比」という企画を提案 していた.わたしたちの計画にピ
ッタリ整合するこの計画に積極的に参加することに して,
1987年にスリランカで開かれたこのプロジェクトの ミー
ティングには,多 くのメンバーが出席 した.こ の時の巡
検は実質的に私達の予備調査ともなった.
スリランカは 「インド洋に浮かぶ宝石の島」のキャッ
チフレーズでおお くの観光客を集めていたが,1983年以
来の国内治安の悪化で今では外国人の姿は非常に少なく
なって しまった.私 達もいくつかの重要地域の調査を断
念しなければならなかったが,幸 いスリランカ側の研究
者の尽力で当初懸念された最悪の事態はまぬがれること
ができた.
スリランカは国土のほとんどが農地や森林でおおわれ,
また熱帯地域で風化がすすんでいるために,フ ィールド
ワークはおもに点々と分布する石切 り場でおこなわれる.
そのため,広 い範囲の地質構造をおさえることがなかな
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か難 しいが,露 頭は新鮮で細かい観察やサ ンプリングに
は最適である.今 回の私達の調査の主眼は,広域的な変
成作用の時間と空間の変化をあきらかにすること,放射
年代測定による時間の尺度を与えること,岩石の変形作
用と変成作用 との関係を明 らかにすること,岩石の化学
組成の分析により原物質やその形成環境 を明らかにする
ことなど,多岐にわたっているが,基 本は広範囲からの
サンプリングなので,数 多 くある石切 り場は大変あ りが
たかった.
スリランカ滞在中の一 日,キ ャンディの基礎科学研究
所(IFS)で,スリランカの地球科学研究者たちとミー
ティングをもった.席上,日 本の研究者及び日本政府に
対 していかに彼らが期待 しているかをヒシヒシと感 じた
ものである.私達が今度の調査を通じてどの様な成果を
得られるかは,い ま日本に向かいつつある2ト ン以上の
岩石試料の今後の室内研究に負 う所が大きいが,同 時に
スリランカの研究者 とともに実のある共同研究をすすめ
ていきたいと考えている
(筆者:国 立極地研究所地学研究部門助教授)
観測小屋に滞在 し,来年1月 中旬まで観測を続ける事に
なっている.
これでうまく浮上 しなかったホバークラフ トだが,内
部に付着凍結 していた氷を除去したところ,う まく浮上
したので整備を完了 し走行試験を行った.
あすか観測拠点
10月15日第4期隅石調査隊6名 がパセム山方面にルー
ト工作と陽石探査のため出発し29日に帰った.ま た,1]
月13日には第5期限石調査隊7名 が基地を出発 した.こ
のため,あ すか観測拠点は3名 で運営されているが,観
測,基地の維持 ・運営は順調である,旅行に出かけた隊
員は,30次隊の到着の後基地に戻るため,引 き継ぎの準
備,持 ち帰 り物品の整理,私 物整理などに追われた.
28次隊以来,約16,000時間運転し続けた発電機のエン
ジン交換を行った.こ のため,予備エンジンを通路棟の
安全地帯に搬入する作業も行われた.30次隊との引き継
ぎ準備・着・・進・・れて・・.@
第30次観測隊の家族会開かる
昭和基地
南極観測隊だより
一 策29次越冬隊の近況 一
日毎に強まる日差 しを受けて,10月中旬頃から基地主
要部の道路の雪 もなくなり黒い地面をのぞかせた.暗夜
期に行われるオーロラの全天カメラ観測も10月4日で打
ち切 られた.一 方,越 冬初期より準備を進めてきた内陸
調査旅行隊は,10月3日に出発 した.こ の旅行隊の目的
は,南極大陸上での雪氷 ・気象観測である,渡辺隊長を
リーダーとする6名 で構成されており,雪上車 ・襯など
合計12台を使用した大規模な調査旅行である.今 回の旅
行で最 も南に位置する前進拠点(74.1°s,35.7°E)には
10月27日に到着した.こ こで無人観測機の設置や雪尺網
の再測を行った後,こ の地点への途中でゾンデ観測を行
っていた2名 の隊員と合流 し,11月26日みずほ基地に到
着した.み ずほ基地では第2回 みずほ旅行隊が到着を待
ってお り,ただちに隊を再編成 した.3名 の調査旅行隊
は,さ らに雪氷観測を続けて来年の]月 中旬に昭和基地
に帰る予定である.隊長と6名 の隊員は12月5日無事昭
和基地に戻った.
1]月18B,突然ッインオッター機が昭和基地に飛来し
た.この飛行機にはパイロット2名とエンジニア1名 が
乗っておリモーソン基地から飛んで来たものと分かった.
彼らは約2時 間基地内を見学し再び飛び去った.ま た,
11月21日には南極条約に基づいたソ連の視察団8名 がイ
リューシン14型飛行機で基地を訪れた.チ リンガロフ氏
をリーダーとするこの視察団は,基地内を査察し,口頭
質問を行った.
10A31日から生物担当グループ3名 による第2期 ラン
グホブデ長期滞在生物調査が開始された.雪 鳥沢にある
第30次南極地域観測隊の出発を前に1]月11日(金),
第30次隊家族会が東條会館5階 「シルバールーム」で開
催 され.39家族92名が出席 した.
松田所長のあいさつ,江 尻隊長,及 び竹内,召 田両副
隊長の話に続 き,第30次隊の行動予定,寄 港地への手紙
の出し方,電 話,電 報の取扱い等留守中の必要な連絡が
行われた.
この家族会の会長には江尻恭仁子さんが.副 会長には
召田ゑつさんがそれぞれ選出され,留守中の家族間の連
絡の取 りまとめに当たることとなった.
最後に映画 「寒極を飛ぶ」を上映して盛会のうちに幕
を閉じた.
第30次観測隊出発
第30次南 極 地域 観測 隊(江 尻 全 機 隊 長 ら54名,同 行 者
5名.う ち1名 は オ ー ス トラ リアの フ リー マ ン トル港 か
ら乗 船)を 乗せ た 観測 船 「しらせ 」 は,】1月14B(月)
午 前11時家 族 をは じめ 関係 者 多数 の 見 送 りの 中,東 京 港
晴 海 埠 頭 か ら南 極 に向 け出 発 した.
「しらせ 」 は12月17日に は ブ ライ ド湾 に到 着.そ の 後
あ す か観 測拠 点 や,昭 和 基 地 に物 資 を送 り込 む と と も に,
第29次越 冬 隊 を収 容 す る.ま た,パ ラ ボ ラ ア ンテ ナの 組
み 立 て に 着 手す る.
そ の 後 「し らせ 」 は,マ ラ ジ ョー ジ ナや 基 地(ソ 連),
ア ム ンゼ ン湾 に お い て,超 高 層,生 物,地 学 の 諸 観 測 等
を実 施 しつ つ.3月 上 旬 に南 極 圏 を離 れ,オ ー ス トラ リ
アの シ ドニ ー に入 港 す る.
観 測 隊 員 や 同行 者 は,3月28日 に シ ドニ ーか ら空路 帰
国 し,「し らせ 」は4月13日 に 東 京 港 に帰 国の 予 定 で あ る.
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第31次観測長 ・副隊長決まる
第93回南極地域観測統合推進本部総会が11月ll日,東
條会館で開催され,第31次観測隊長及び副隊長が次のと
おり決定された.
●繊
○隊長(兼 越冬隊長:
昭和基地 ・みずほ基地)
内藤靖彦
昭和16年2月5日生
国立極地研究所研究系寒冷
謡 、 生物学第一研究部門教授
極地歴1第21次越冬隊,第25
次夏隊(副 隊長),第27次越
冬隊(副隊長兼越冬隊長)
現在,英 国基地滞在中
○副隊長(兼越冬副隊長
あすか観測拠点)
白石和行
|1召オ||23i.f・g∫」28日生
国立極地研究所研究系
地学研究部門助教授
極地歴:第14次越冬隊,第2ユ
次越冬隊,第25次夏隣,第26
次夏隣,米 国基地1回
○副隊長(兼 夏隊長)
佐野雅史
昭和16年5月17日生
国立極地研究所事業部
観測協力室設営総括係長
極地歴:第10次夏隊 第13次
越冬隊,第21次夏隊,第24次
夏隊,第26次夏隊 第27次越
冬隊
第9回 南極地学シンポジウム
第9回 南 極 地学 シ ンポ ジ ウ ム は昭 和63年10月25,26日
の2日 間 に わ た り当研 究 所 講 堂 に お い て 開 催 され た.実
参 加 人 員 は 約80名,延 出席 者 は120名で あ っ た.セ ッシ
ョ ン は6つ に わ か れ,合 計38編の発 表 論 文 に対 し活 発 な
討 議 が な され た,各 セ ッシ ョ ン題 目と 発表 数 を掲 げ る と,
(1)昭和 基 地 近 傍 の 地 質学(5編),(lt)南 極 の 岡 体 地
球 物 理 学(6編),〔 皿)エ レ バ ス 火 山 の 研 究(3編),
CAt)ドラ イ バ レー と南 極 半 島 の 地 学 〔6編),〔V)xン
ダ ー ビー ラ ン ドと そ の 周 辺 〔6編),(Vl)セー ル ロ ン
ダ ー ネ(12編)で あ り,発 表 内 容 の 広 が り(多 様 性)を
示 した もの とな っ て い る.
最 大 の セ ッ シ ョ ンで あ る 〔M)セール ロ ン ダ ー ネ は,こ
の4-5年 間 の調 査 活 動 の 活 発 化 をふ まえ,地 質,地 形,
地 球物 理学 等 各分 野 の 発 表 内 容 も予 察 的 な もの か ら精 査
及 び地学 的 解釈 へ 踏 み 込 む 方向 へ 向 い つ つ あ る,こ の よ
うに 地域 研 究 と して包 括 的 内 容 を単..一セ ッ シ ョ ンで 討 議
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するまで七一ルロンダーネ研究が大きく成長 してきた点
が今回のシンポジウムの1つ の特色である,又,一 般に
各分野の研究とも,研究対象地域の拡大 とともに単一地
域で完結したス トーリーではもの足らなくなり,地域相
互の比較,関 連が様々な角度から論 じられるのが当然視
されるようになってきた点 も注目される.
又,セ ッション(】y)においては,海外学術調査に基づ
くマランビオン島の寒冷地形学的研究(3件)が 発表 さ
れ,近 年の極域地学調査の多様化を示 した.こ の多様化
傾向は,海外学術調査の拡大と充実に伴い,今 後南極域
のみならず北方極域,あ るいはゴンドワナ隣接域の地学
調査研究発表の増加となって今後 も継続することが予想
される.こ のように調査地域 研究対象,研究手法等の
広がり自体は歓迎されるべ き事であるが研究者層の広が
りという観点からこれまでのシンポジウムを概観 して見
る としかし若干問題があることが浮きぼりにされる.
例えば図は第1回一9回 のシンポジウム各回における
発表論文数(分野別も含む)と実発表者(発 表論文アブ
ス トラク トの主 ・共著者の重複を除いた実人数)を グラ
フにしたものである.図が示唆することは,研 究の多様
化とは実は,極域研究と言えどもグローバルな視点から
の位置づけと意味づけが求められ比較研究なくしては成
立し得ない状況を反映したもので,総発表数と実発表人
員数の横ばい傾向は,従 来の研究者が間口を広げ(ざる
を得ず)奮斗 している様を端的に示 したものであると言
える.今後,地 学シンポジウムが更に第4回地学シンポ
ジウム時のような飛躍,裾 野の広が りをどのように獲得
するかについて各分野とも不断の努力が求められるが,
それとともにシンポジウムの形態,日数,国 際シンポジ
ウムへの衣換え(例えばインド,ソ連,オ ース トラリア
などへの積極的参加呼びかけ)等 について再検討を要す
る時期が近づいているのかもしれない. ■
・地 球 化 学 ・そ の他
●)
〉来 訪 者く
6月 】0日　 Dr,　TSURUTANI,　B.　(米国 ジ ェ ッ ト推 進 研
究所 上級 研 究 員>
6月20旧 ～6月2]H　 Mr,　JAYADEWA,B.(セイ ロ ン
産 業 ・科学 研 究 所 研 究 官)
7月1日 　 Prof,　PAPIKE,　J.　』.　(サウス ダ コ タ鉱 山技 術
大 学 教 授)
7月9日 ～7月]7日 　 Dr,　DIBBLE,　R,　R,　(ビ ク ト リ ア
大 学 助 教 授)
7月13日 　 Prof.　ROSS,　O.　B.　H.　〔国 立 マ レー シ ア 大 学
教 授)
7月]5日 ～7月17日 　 Prof.　BERG,　R.　B.　(モ ン タ ナ 鉱
山 大 学 教 授)
Dr.　ZEIHEN、　L.　(同准 教 授)
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7月17日 ～7月19日 　 Prof.　SHARMA,　R.　C.　(ジャ ワ
ハ ル ラル ネ ル ー 大 学 教 授)
7月22日　 Dr.　LOBBAN,　C.　(グアム 大 学 海洋 研 究 所 准
教 授)
7月30日 一8月1日 　 Mr.　SHER-BURN,　S (ニュ ー
ジ ー ラ ン ド科 学 産 業 省 南 極 局研 究 員)
7月31日一8月4日 　 Mr.　HIRUK】,　L.　(ハワ イ 大 学 大
学 院学 生)
8月1日 　 Mr.　THOMSON,　R.　B.　(ニュ ー ジ ー ラ ン ド
南 極 局前 局 長)
8月1日 ～8月11日 　 Prof.　BODRI、　B.　(エ トベ ス大 学
教 授)
8月7日 ～8月18日　(　Prof,　BOEUF,　B.　L.　(カリフ ォ
ル ニ ア大 学 サ ン タク ル ー ズ校 教 授)
8月8日 　 Prof.　FERRAN,　O.　G.　(チリ大 学 教 授)
松田所長退官記念講演会開催される
]1月24日,午後2時 から,当研究所講堂において同月
30日をもって退官される松田所長の退官記念講演会が開
催 された.「私の南極観測」 と題 した松田所長の長年に
わたる南極観測の想い出等の興味深い講演があり,約
100名にのぼる聴衆を魅了した.
また,11月30日には講義室において送別会が盛大に行
われ,所員からねぎらいの言葉や花束の贈呈があ り,最
後に玄関前にて所員の盛んな見送りを受け研究所を去ら
れた.
＼
観測隊月例報告(9月 ～10月)
昭和基地
長い冬も終わり,日毎に日差 しが強まってきた昭和基
地では,各種の野外作業や調査旅行が順調に行われた.
9月には,み ずほ旅行隊が帰投 した他,大 陸沿岸の生物
調査が実施 された.10月3日には,越冬初期より準備を
進めてきた内陸調査隊が出発 した.この旅行隊は.南極
大陸において雪氷,気 象学的調査観測を行うもので,6
名のメンバーと雪上車,権 など計12台の車両を使用 した
大型旅行計画である.途 中地吹雪やサスッルギに苦 しめ
られたものの,27日午後には今回の旅行の目的地で最も
南に位置する,前進拠点(74.1°S,35,7°E)に無事到着
した.ま た,31日からは生物グループ3名 による第2期
ラングホブデ長期滞在調査が開始された.
計9名 が抜けて閑散と した賄相碁地であゐか,/サ フ
シやアデリーペンギンも相次いで姿を見せるようにな り,
残った隊員達は南極の春 を満喫 している.
観測報告
気水圏:定 常 ・研究とも順調に経過している.9月10月
とも,ブ リザー ドがなく気温も高めに経過 し,相変わら
ず穏やかな天候が続いている.
宙空:定 常 ・研究とも順調にデータを取得 している.日
照時間が長 くなり,10月4日にはオーロラの全天カメラ
観測を終了 した.そ のほか各部門の観測 も順調に経過 し
ている
設営報告
機械:各 調査旅行に備えて,車 両の整備作業に追われた
月であった.ま た10月初めには,ホ バークラフトの点検
整備 を行い海氷上にて走行試験,訓 練 を実施 した.
通信:共 同FAXニ ュースを除 き,良好に通信を確保で
きた.ま た,ア ンテナ島のVLPア ンテナのバルン トラ
ンス設置作業も終了した.
あすか観測拠点
全般に穏やかな天候が続き,屋外作業が急ピッチで進
められ,今 まで遅れを取 り戻した.こ の結果予定よりも
1ヵ月程早く30マイル地点への,雪 上車,機 などの移送
を行うことができた.30マイル地点は積雪量が多く,当
地に残置していた雪上車や櫨などは,ほ とんどの物が雪
面下に埋没しており,これらの掘出しや引出しは大作業
となった.10月15日一一29日には,バ ムセ1⊥|方面で第4期
隅石調査(6名)が 実施 された.そ の間4名 となった拠
点では,通 常の作業のほかに引き継 ぎの準備や身の回り
の整理などに追われた.
観測報告
ブリザー ドも少なく,おおむね順調に観測を続けるこ
とができた.第4期 陽石調査では各地域で限石探査を実
施したほか,新 ルー トの設定を行った.
設営報告
大きな トラブルもなく順調に経過 している.主 に車両
の整備作業を実施 したほか,30マイル地点への移送作業
が大きなウエイ トを占めた.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　Ievel)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehumidity)　(%)
平 均風 速(Meanwind　speed)　(m/s)
最 大風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日数(Nurnber　of　clear　days)
昭和 基 地
(Syowa;89532)
9月(Sep.)
一16 .2
-5 .4
-29 .6
989.6
1.1
57
5.0
27.9(12,E)
34,2(12五)
5,9
5
10月(Oct.)
一12
,1
-2
,7
-24 .7
995.3
?
?
?
?
?
?
?
?
26.8
6、7
3
あす か 観測 拠点
(Mizuho:89544)
9月(Sep.)
一23
.4
-13
.3
-41
.8
871.9
10月　 (OCt)
一19 .3
-11 .9
-33
.8
877,8
(Station　pressure>
14.112.0
25.0(19,ESE)21.4(10,ESE)
309(22,ESE)25.6(10£SE}
●)
【極地豆事典】
昭和基地周辺の鉱物とゴンドワナ
ス リラ ンカの泥質 変成岩 中に見 られ るラ ン晶石 の顕微鏡写直
(廣井美郡民提 供)
ゴンドワナ大陸を復原すると,昭和基地の目の前に
はスリランカが くっつ くらしい,と すれば、両者に産
する鉱物に何か共通する特徴があるのではないか?
この素朴な問いに対 して,最 近,日 本人 グループによ
る重要な発見があった.
プリンス ・オラフ海岸からリュッオ ・ホルム湾沿岸
の泥質変成岩からは,こ れまで,ラ ン晶石,珪 線石,
紅柱石が報告されている.こ れらは,同 質多形の鉱物
であり,すべてA1203という化学組成を持つが,そ れ
ぞれの安定領域が異なる.岩石薄片中のこれらの鉱物
の産状や野外調査の結果などから考えて,昭和基地周
辺の岩石の変成作用は,ラ ン晶石の安定な条件から珪
線石の安定な条件へ,そ して紅柱石の安定な条件へ と
時間とともに推移 していったことが明らかになった.
このことは,変成条件が,低 温高圧→高温低圧 という
サイクルをたどったことに対応する.
一方,ス リランカのグラニュライト相地域(ハ イラ
ンド層群とサウスウェスタン層群)か らは,これまで
珪線石 と紅柱石の報告しかなかったが,日 本人グルー
プによって新たにラン晶石が発見され,そ の産状様式
も昭和基地周辺のものと全 く同様であることが確認さ
れた.つ まり,ス リランカの一部と昭和基地周辺の変
成作用が,そ の様式において極めて類似 していること
が確かめられたのである.両 地域には,こ れ以外にも
幾つかの鉱物学的類似性(た とえば,サ ファイヤやス
ピネル,.ザクロ石などの宝石鉱物の産出や石墨鉱床の
産状など)が認められるが,ス リランカのハイランド
層群は,従来,乏 しいデータによって始生界とされて
きた地層である.今 後,年 代学的検証も合わせて,両
者の対比をより確実なものにしていく必要があろうが,
少なくとも,ハイランド層群が南極大陸のナピア岩体
(始生界)に 対比されるという従来の考え方は修正され
ることになるだろう.
ゴンドワナにおける大陸間の対比と言うと,古地磁
気や大構造,あ るいは地球物理といった.い わば大き
いスケールでの対比 も多かったが,顕 微鏡の下の ミク
ロな世界にも,ゴン ドワナの対比を解くカギが隠され
ているのである.
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